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お
城
の
下
の
観
光
協
会
の
前
で
、
巨
大

野
菜
の
重
さ
あ
て
コ
ン
テ
ス
ト
を
し
て
い

ま
し
た
。

大
根
と
、
か
ぶ
と
、
そ
し
て

キ
ャ
ベ
ツ
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
種
を

北
海
道
か
ら
買
っ
て
き
て
、
小

倉
で
育
て
た
の
だ
そ
う
で
す
。

去
年
は
種
を
ま
く
時
期
が
遅
く

て
、
大
き
く
な
ら
な
く
て
失
敗

だ
っ
た
け
ど
、
今
年
は
早
め
に

に
ま
い
て
、
９
カ
月
も
か
か
っ

て
写
真
の
よ
う
に
大
き
な
キ
ャ

ベ
ツ
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
両
手

で
や
っ
と
抱
え
ら
れ
る
く
ら
い
の
キ
ャ
ベ

ツ
、
葉
っ
ぱ
１
枚
食
べ
る
の
も
た
い
へ
ん

そ
う
で
す
。

こ
の
種
の
も
の

を
当
て
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
重
い

こ
と
だ
け
を
確
か

め
て
、
応
募
は
し

な
い
で
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

みち子のひとりごと

重さは？

2011年も残すところ1週間となりました。

東日本大震災が起きたときは外出中だったので気づきませんでしたが、立ち

寄ったお宅で津波の様子を映したテレビを見せていただき、これが現実かと震

える思いでした。その後7月には実際に陸前高田市へ支援に行きました。直接

目にした光景に改めて自然の怖さを感じましたが、出会った人たちからは、人

の強さ、優しさを教えていただきました。

そして、原発の事故。最近政府は「収束宣言」なるものを出しましたが、今

でも放射能を含んだ水がどこからか出てきているという報道もある中、事故の

全容も明らかではない状態で、どうして「収束」かと、怒りさえ感じてしまい

ます。人は「核のゴミ」の最終的な処分方法を持っていません。なのにどんど

んを「核のゴミ」をふやす原発を、これ以上動かし続けるわけにはいきません。

さらに、ＴＰＰ参加の問題や、沖縄普天間基地の問題、税と社会保障の問題

など、命や暮らしを脅かす問題がこれでもかとせまってきます。黙って認める

ことなど到底できません。

大事なのは、将来どういう日本を、子どもや孫たちに手渡していきたいかと

いうことだと思います。まずは平和であることが大前提。一人

ひとりが大切にされる世の中に。安心して子どもを産み育てら

れる、そして年をとっても誰もが自分らしく生き生きと暮らせ

る社会に。ーーーめざして、取り組んでいきます。

2011年は、一生、忘れられない年となりそうです。

松坂みち子

2011年の終わりに
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今
年
も
早
、
師
走
、
何
か

と
気
ぜ
わ
し
い
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
政
治
の
世
界
を
眺

め
る
と
、
民
主
党
野
田
政
権

は
こ
の
年
末
に
国
民
へ
の
悪

政
押
し
つ
け
を
一
気
に
突
き

す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

消
費
税
・
所
得
税
・
住
民

税
な
ど
の
増
税
に
加
え
て
年

金
の
切
り
下
げ
、
医
療
費
や

介
護
保
険
の
負
担
増
大
な
ど

で
国
民
の
暮
ら
し
を
破
壊
し
、

そ
の
一
方
で
大
も
う
け
し
て

い
る
大
企
業
の
減
税
を
す
す

め
、
危
険
極
ま
り
な
い
「
原

発
」
を
海
外
輸
出
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
歴
代
政
権
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
一
気
に

進
め
る
企
て
が
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」

参
加
問
題
で
す
。
環
太
平
洋

連
携
協
定
の
英
語
訳
の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
で
す
が
、

ア
メ
リ
カ
主
導
で
、
参
加
国

の
貿
易
関
税
の
撤
廃
と
ア
メ

リ
カ
の
企
業
が
自
由
に
活
動

で
き
る
国
づ
く
り
を
す
す
め

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
農
業
、
食
の
安
全
、

医
療
保
険
制
度
、
中
小
企
業

育
成
な
ど
が
破
壊
さ
れ
、
国

民
の
暮
ら
し
や
地
域
経
済
に

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態

を
招
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

悪
政
ス
ト
ッ
プ
に
む
け
て
、

ま
す
ま
す
忙
し
く
な
り
そ
う

で
す
。

こ
ん
に
ち
は

ふ
じ
い
健
太
郎

で
す

12月議会に出された意見書
・福島第一原発並びに我が国の中長期的エネルギー政策の早期確立に関する意見書

・放射線による被害対策の早期実施を求める意見書

・国立大学法人運営交付金の確保・充実に関する意見書

→ これらは、全会一致で可決されました。

・「緊急事態法基本法」の早期制定を求める意見書

→ 共産党は以下の理由により、反対しました。
もともと「緊急事態基本法」は2005年に、民主・自民・公明の３党合
意により通常国会での成立をめざした法案ですが、緊急事態が起こった
時に、国民の基本的人権に制限が加えることを定めるなど、多くの問題
点を抱えており、現在まで成立に至っていません。
自然災害やテロの脅威などから国民の生命・安全をまもることは、国
の大きな責任であることは当然であり、災害対策については消防力や救
援体制を強化することが最も重要な課題です。

12月議会での反対討論（「指定管理」以外で）

若竹学級の費用を徴収する条例―今まで無料であった学童保育の利用料を取ろうというの
は、全国に誇れる本市の数少ない事業をなくすことになります。また、免除の基準はあって
も減額の基準は決まっておらず、本来十分検討してから提案するべきです。
下水道使用料を7.9％引き上げる条例―４年前にも39.3%もの引き上げを行っており、市民

生活の厳しさを考えれば到底賛成できません。接続率が目標に達しなかったことの不足額は
利用者に転嫁するのでなく、一般会計から補てんするべきです。


